
3月23日（月）、国土交通省にて、2026春季生活闘争の回答状況に
ついて記者会見を開催しました。8名の記者からは「中東情勢が厳しい
情勢にある中、ここまでの回答状況への受け止めは」「賃上げのノル
ムは定着したと捉えているのか」など、多くの質問が挙げられました。
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2026春闘回答状況の記者会見を開催！

～平均ベアは昨年実績を超える水準で推移！～

小林会長 菊池副事務局長

坂元慎平

＜説明要旨（数字は3/19時点）＞
●月例賃金改善は39労組の回答を確認。回答の単純平均は3.87%
（12,017円）で、前期最終実績の3.75%（11,168円）を超過。

●公休日数増加（※）は17労組で要求。3労組で前進回答があり、他
に協議継続など。 ※中期労働政策方針2026-2029で「年120日」を目標化
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